
る
案
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

び
か
け
て
、
新
宝
物
館
の

」
を
目
指
し
ま
す
。

勤
め
ま
す
。

す
。

壁
に
名
前
を
刻
み
、
末
代

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

寺
外
で
は
仲
之
町
通
り

次
の
テ
ー
マ
は
、
地
域
代

ま
で
名
前
が
残
る
よ
う
に

令
和
３
年
の
お
七
夜
は
、
ど

で
香
具
師
や
店
が
立
ち
並

表
の
皆
さ
ん
、
本
山
さ
ん
に

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
身
田
の

う
な
り
ま
す
か

ぶ
こ
と
は
聞
い
て
い
ま
す
。

何
か
要
望
す
る
事
は
あ
り

皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願

増
田

「
お
七
夜
」
は

長
い

♦

ま
す
か

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

歴
史
と
伝
統
を
も
つ
高
田

高
田
本
山
と
一
身
田
地

岡
野

高
田
本
山
の
歴
史

藤
谷

先
ほ
ど
連
合
会
長

本
山
最
大
の
法
会
で
す
。

区
は
車
の
両
輪
の
よ
う
な

や
建
築
物
、
茶
道
の
家
元
・

か
ら
提
案
の
あ
っ
た「
は
す

本
年
は
コ
ロ
ナ
渦
の
た
め
、
法

関
係
で
あ
る
。
活
性
化
の

宗
旦
古
流
な
ど
学
習
す
る

祭
り
」
は
是
非
一
緒
に
や

会
は
例
年
通
り
粛
々
と
行

た
め
に
は
、
ど
ち
ら
が
欠

機
会
を
設
け
て
欲
し
い
。
ま

り
た
い
」
。

う
が
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
し

け
て
も
機
能
し
な
く
な
る
。

た
、「
仮
称

ハ
ス
ま
つ
り
」
を

ハ
ス
が
咲
く
時
期
は
６
月
中

て
い
る「
お
非
時
」
（
食
事
）
は

令
和
５
年
の「
大
法
会
」

「
堪
忍
し
て
ぇ
ー
コ
ロ
ナ
！
」
コ
ロ
ナ
、
コ
ロ
ナ
の
一
年
だ
っ
た
令
和
２
年
。
そ
の
影
響
は
余
り
に
も
大
き
く
、
一
身
田
で

地
域
住
民
や
高
田
学
苑
の

旬
か
ら
８
月
末
ま
で
と
期

中
止
、
物
品
販
売
も
境
内
で

は
、
か
っ
て
な
い
規
模
で
行

も
事
は
重
大
だ
っ
た
。
七
夕
祭
り
や
盆
踊
り
、
寺
内
町
ま
つ
り
な
ど
楽
し
み
に
し
て
い
た
行
事
は
殆
ど
中
止
に
追
い
込
ま

生
徒
さ
ん
達
と
連
携
し
て

間
が
長
く
、
現
在
、
本
山

は
控
え
て
頂
き
ま
す
。

う
。
（
本
山
関
係
者
）
新
事

れ
た
。
令
和
３
年
は
コ
ロ
ナ
渦
と
ど
う
対
峙
す
る
か
、
一
身
田
地
区
と
高
田
本
山
と
の
連
携
を
ど
う
密
に
す
る
か
を

是
非
や
り
た
い
。

に
は
１
３
５
鉢
の
ハ
ス
と
蓮

１
月

日
午
後
４
時
半

業
の
坊
官
屋
敷
も
寺
内
町

１５

一
身
田
地
区
自
治
会
連
合
会
長
の
岡
野
さ
ん
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
長
の
望
木
さ
ん
、
高
田
本
山
宗
務
総
長
の
増

望
木

安
楽
庵
を
開
放
し
て

池
に
は
池
一
面
の
ハ
ス
が
林

か
ら
事
前
の
申
し
込
み
が
必

の
館
と
結
び
つ
き
、
点
か
ら

田
さ
ん
、
同
総
務
の
藤
谷
さ
ん
に「
更
な
る
連
携
に
つ
い
て
」
新
春
座
談
会
を
行
っ
た
。
（
敬
称
略
）

欲
し
い
。
本
山
は
マ
ス
コ
ミ
の

立
し
て
い
ま
す
。
今
後
３
０

要
で
す
が
、
国
宝

御
影
堂

線
へ
と
な
り
活
性
に
大
い
に

露
出
度
を
増
や
し
て
欲
し

０
鉢
ま
で
増
や
す
計
画
で

で
３
５
０
年
伝
承
さ
れ
て
き

期
待
が
も
て
る
。

お
正
月
の
挨
拶
は
抜
き
に

印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
住

に
ス
ク
リ
ー
ン
を
２
台
設
置

い
。
こ
の
２
点
で
す
。

圧
倒
的
な「
ハ
ス
寺
日
本
一

た
声

明
「
報
恩
講
式
」
を

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
で
令
和
３

し
ょ
う
み
ょ
う

し
て
早
速
懇
談
に
入
り
た

民
の
声
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
し
て
、
画
面
で
法
会
に
参
加

本
山
さ
ん
か

年
が
明
け
た
。
手
洗
い
や
３

い
と
思
い
ま
す
。

の
コ
ー
ス
変
更
が
叶
っ
た
こ

し
て
頂
き
ま
し
た
。

ら
は
如
何
で
す

密
を
避
け
な
が
ら
一
身
田

皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま

と
、
地
元
の
河
川
を
市
の

藤
谷

本
山
の
第
一
の
使
命

か

「
今
年
の
お
七
夜
さ
ん
は
ど
う
な
る

親
鸞
聖
人
生
誕
８
５
０

に
光
明
が
差
し
込
む
こ
と

す
。
令
和
２
年
は
ど
ん
な

担
当
職
員
の
説
明
を
聞
き

は「
教
化
伝
道
」
と
云
っ
て
、

増
田

新
宝
物

の
？
！
」
と
、
よ
く
聞
か
れ
る
。
本
山
は

年
、
浄
土
真
宗
を
開
い
て

を
切
に
願
う
。
（
岡
本
）

き
ょ
う
け
で
ん
ど
う

年
で
し
た
か

な
が
ら
の
視
察
を
行
い
、
危

親
鸞
聖
人
の
教
え
を
広
め

館
の
建
設
で
す

も
ち
ろ
ん
、
住
民
に
と
っ
て
も
最
大
の
関

８
０
０
年
、
一
身
田
に
本
寺

岡
野

令
和
２
年
度
に
初

機
意
識
を
持
ち
ま
し
た
。
る
こ
と
で
す
。
４
年
前
の
御

が
、
令
和
５
年

心
事
で
あ
る
。

を
持
っ
て
き
た

世
の
真

10

め
て
自
治
会
連
合
会
長
を

そ
の
後
、

人
程
で
防
災

影
堂
と
如
来
堂
が
国
宝
に

の
大
法
会
の
記

♦

慧
上
人
５
０
０
回
忌
、
聖

月
２
日
か
ら
封
切
ら

70

10

仰
せ
使
わ
り
ま
し
た
。
特
に

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
行
い

指
定
さ
れ
て
か
ら

倍
以

念
事
業
と
し
て

お
七
夜
さ
ん
は
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
命

徳
太
子
１
４
０
０
回
忌
の

れ
た
映
画
「
浅
田
家
」
で
舞

10

大
変
意
義
深
い
も
の
が
あ

上
に
参
詣
者
が
増
え
ま
し

建
て
ま
す
。

日
で
あ
る
１
月

日
の
一
週
間
前
か
ら

大
法
会
が
勤
ま
る
。

台
と
な
っ
た
高
田
本
山
の

16

り
ま
し
た
。

た
。
し
か
し
、
こ
の
コ
ロ
ナ
渦

昭
和

年
に
建

高
田
本
山
最
大
の
お
勤
め
が
行
な
わ
れ

参
詣
者
が
急
増
、
特
に
県

37

望
木

地
区
社
協
が
予
定

で
何
も
か
も
変
わ
っ
て
し
ま

て
ら
れ
た
旧
宝

る
。
宗
教
的
な
行
事
は
例
年
通
り
粛
々

外
か
ら
が
多
く
、
一
身
田

し
て
い
た
行
事
は
ほ
と
ん
ど

い
ま
し
た
。

し
た
。
現
存
す
る
建
物
と
し

物
館
は
老
朽
化

と
行
わ
れ
る
が
、
本
年
は
コ
ロ
ナ
渦
の
影

や
高
田
本
山
は「
初
め
て
」

中
止
と
な
り
ま
し
た
。「
中

そ
れ
で
は
次
に

て
は
一
身
田
し
か
な
く
、
修

が
進
み
宝
物
館

響
で「
お
楽
し
み
」
的
な
要
素
、
非
時

の
声
多
く
聞
か
れ
た
。

止
」
の
回
覧
が
ど
れ
ほ
ど
多

高
田
幼
稚
園
前
に
新
し
い

復
を
試
み
た
が
耐
震
性
や
シ

と
し
て
の
体
を

（
山
内
で
の
食
事
）
は
中
止
、
売
店
も
縮

か
っ
た
事
か
、
い
か
に
悔
し

建
物
が
で
き
ま
し
た
。
建
て

ロ
ア
リ
問
題
で
断
念
、
昨
年

な
さ
な
く
な
っ

小
す
る
。
本
山
通
り
は
期
間
中
は
通
行

か
っ
た
か
の
一
年
で
し
た
。

た
目
的
を
教
え
て
く
だ
さ

ほ
ぼ
元
通
り
の
復
元
を
行
い

た
の
で
新
宝
物

止
め
に
な
り
、
香
具
師
な
ど
は
仲
之
町

増
田

３
月
以
降
の
コ
ロ
ナ

い
。

ま
し
た
。

館
を
建
て
る
こ

通
り
に
移
動
し
て
出
店
す
る
。

渦
の
急
拡
大
で
、
本
山
の

藤
谷

そ
の
建
物
は
坊
官
屋

本
山
に
は
数
多
く
の
資
料

と
を
決
定
し
ま

令
和
５
年
５
月

日
か
ら
一
週
間
、

２１

宗
議
員
さ
ん
と
初
め
て
テ

敷
と
云
っ
て
、
僧
衣
を
着
た

や
書
物
、
美
術
品
や
工
芸

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
建

レ
ワ
ー
ク
で
の
会
議
を
実

俗
人
で
、
帯
刀
を
許
さ
れ
た

品
が
あ
り
ま
す
。
歴
史
的
な

築
費
は
莫
大
な
金
額
と
な

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
の

方
の
住
ま
い
で
、
本
山
の
書

資
料
や
建
築
に
関
す
る
資

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
全
国
の

難
所
の
カ
ギ
の
管
理
者

納
骨
堂
法
会
は
、
御
影
堂

物
や
資
料
を
管
理
し
て
い
ま

料
は
坊
官
屋
敷
で
管
理
す

檀
信
徒
や
有
志
の
方
に
呼

月

日
行
わ
れ
た「
自

る
防
災
施
設
の
実
状
に
つ
い

は
？
な
ど
の
質
問
が
寄
せ

10

25

の
実
情
に
つ
い
て
、
③
コ
ロ

主
防
災
リ
ー
ダ
ー
実
践

て
の
説
明
で
は
、

％
の
方

ら
れ
た
。
ま
た
、
避
難
所
へ

73

管
理
者
で
あ
る
県
・
市
の
職

ナ
対
策
に
配
慮
し
た
避

塾
」
研
修
会
で
ア
ン
ケ
ー
ト

が「
大
変
参
考
に
な
っ
た
、
参

行
く
か
ど
う
か
の
自
己
判

員
か
ら
説
明
を
し
て
頂
き
ま

難
所
の
運
営
に
つ
い
て
、

調
査
を
行
な
い
、

名
か

考
に
な
っ
た
」
と
回
答
が
あ

断
が
難
し
い
。
避
難
所
に
は

70

し
た
。
ま
た
、
平
野
排
水
機

と
盛
り
だ
く
さ
ん
で
熱

ら
回
答
を
得
た
。
そ
の
結

る
一
方
、
樋
門
や
排
水
機

空
調
設
備
や
バ
リ
ア
フ
リ

一
身
田
地
区
に
は
、
か

ら
地
域
を
守
る
施
設
の
見

場
で
は
、
管
理
を
受
託
さ
れ

心
に
質
疑
も
行
れ
、
時

果
を
要
約
す
る
。

場
の
設
置
場
所
が
ど
こ
に

ー
化
し
て
欲
し
い
、
な
ど
の

つ
て
甚
大
な
水
害
に
見
舞

学
会
が
開
催
さ
れ
、
各
自

て
い
る
平
野
区
水
利
組
合
の

間
が
超
過
す
る
ほ
ど
で

設
問
は
一
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
あ
る
か
の
認
知
度
が
低
い
こ

意
見
も
出
さ
れ
た
。

わ
れ
た
歴
史
が
あ
り
ま

治
会
の
役
員
や
防
災
担
当

中
尾
好
孝
さ
ん
か
ら
も
説
明

し
た
。

プ
か
ら
分
か
る
水
害
の
危

と
が
分
か
っ
た
。

五
、
そ
の
他
自
由
記
帳
で

す
。
最
近
で
は
、
防
災
対

者
（

名
弱
）
が
参
加
し
ま

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
行
事
で
、
一
身

険
性
に
つ
い
て
、
（
具
体
的

三
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
配
慮
し

は
、
携
帯
電
話
を
使
え
な

20

策
の
施
設
整
備
が
進
ん
だ

し
た
。

続
い
て

月

日
に
は
、
昨

田
地
区
の
水
害
に
対
す

に
は
一
身
田
地
域
の
た
め

た
避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て

い
場
合
を
想
定
し
た
訓
練

10

25

お
陰
で
地
区
の
防
災
安
全

見
学
し
た
施
設
は
、
志

年
に
引
き
続
き
２
回
目
と
な

る
安
全
性
へ
の
理
解
が

池
、
大
沢
池
、
上
井
池
、
新

の
設
問
で
は

％
「
大
変
参

を
行
う
。
Ⅰ
Ｔ
を
利
用
し

60

性
は
向
上
し
ま
し
た
が
、
登
茂
川
の
平
野
防
潮
水

る
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
実

深
ま
り
ま
し
た
が
、
参

池
が
決
壊
し
た
場
合
の
説

考
に
な
っ
た
、
参
考
に
な
っ
た
訓
練
を
行
う
。
最
悪
の

施
設
の
実
態
を
知
り
、
必

門
、
今
井
井
堰
、
五
六
川

践
塾
が
一
小
体
育
館
で
開
催

頂
き
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容

加
で
き
な
か
っ
た
方
々
の
た

明
）
の
回
答
が

％
、「
少

た
」
と
回
答
。

状
況
を
設
定
し
て
訓
練
を

86

要
な
知
識
を
身
に
つ
け
て

の
花
の
木
樋
門
、
毛
無
川

さ
れ
、
約

名
が
参
加
し
ま

は
①
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
見
る

め
に
、
今
後
、
パ
ネ
ル
展
の
開

し
参
考
に
な
っ
た
」
が

％

避
難
所
の
要
望
と
し
て
、
人

行
う
。
高
齢
者
や
障
が
い

80

13

お
く
こ
と
は
大
事
で
す
。
の
め
が
ね
樋
門
、
平
野
排

し
た
。
市
の
担
当
職
員
か
ら

水
害
の
危
険
性
、
②
地
域
を

催
や
研
修
資
料
の
作
成
を

で
あ
っ
た
。

数
制
限
は
？
！
、
避
難
所
の

者
の
実
施
訓
練
を
行
う
な

月

日
に
、
水
害
か

機
場
、
そ
し
て
新
池
で
す
。

力
の
こ
も
っ
た
講
義
を
し
て

水
害
か

ら
守
る
防
災
施
設

検
討
中
で
す
。

二
、
地
域
を
水
害
か
ら
守

開
設
時
間
の
告
知
は
？
、
避

ど
の
意
見
が
出
た
。

10

12
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昨
年
も
紹
介
さ
せ
て
戴

コ
ス
モ
ス
栽
培
の
準
備
に

真
宗
高
田
派
の
お
仏
壇

は『
高
田
の
一
本
松
』
と
称

そ
の
折
、
聖
人
は
右
手
に

き
ま
し
た
が
、
豊
野
地
区

入
る
た
め
、
種
を
蒔
く
の

１
月
９
日
〜

日
の
３
連

ラ
シ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
、

大
道
芸
や
迷
路
な
ど
の

の
華
瓶
に
は
、
四
季
折
々
の

し
て
、
如
来
堂
、
御
影
堂
の

松
の
小
枝
を
持
っ
て
参
詣

11

で
は
集
落
の
中
に
あ
る
休

が
九
月
中
旬
と
な
り
、
十

休
に
恒
例
の
高
田
本
山
お

マ
ス
ク
着
用
や
検
温
、
接
触

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
開
催
は
取

花
を
生
け
ま
す
が
、
ト
ゲ
や

華
瓶
に
は
普
段
は
松
一
本

し
、
善
光
寺
如
来
と
呼
ば

耕
田
の
環
境
を
保
つ
取
組

二
月
に
入
っ
て
か
ら
満
開

七
夜
報
恩
講
開
催
に
合
わ

ア
プ
リ
の
利
用
な
ど
の
感
染

り
や
め
、
お
七
夜
に
お
参
り

悪
臭
の
あ
る
花
は
避
け
、
造

を
用
い
、
報
恩
講(

お
七
夜)

れ
る
阿
弥
陀
三
尊
佛
に
そ

み
と
し
て
、
コ
ス
モ
ス
を
使
っ

を
迎
え
ま
す
。

せ
て
、「
ホ
ッ
！
と
す
る
に
お

症
対
策
を
依
頼
し
ま
す
。

い
た
だ
い
た
方
々
に
む
け
物

花
は
用
い
ま
せ
ん
。
本
山
で

に
は
松
を
中
心
と
し
た
立

れ
を
供
え
ら
れ
た
こ
と
に

た
環
境
保
全
活
動
を
行
っ

コ
ス
モ
ス
の
背
丈
は
低

七
夜
マ
ル
シ
ェ
」
（
商
店
街
大

品
販
売
を
主
に
し
た
形
式

華
を
用
い
ま
す
。

基
づ
い
て
い
る
と
い
わ
れ
て

て
お
り
ま
す
。

く
、
一
本
の
コ
ス
モ
ス
が
付

売
り
出
し
）
を
開
催
し
ま

と
し
ま
す
。

こ
の『
高
田
の
一
本
松
』
の

い
ま
す
。

こ
の
休
耕
田
は
、
農
業
水

け
る
花
の
数
も
少
な
め
で

す
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
三

コ
ロ
ナ
渦
に
お
い
て
の
売
り

由
来
は
、
信
州
善
光
寺
の
金

そ
の
他
に
も
高
田
派
の
質

路
に
面
し
て
地
盤
が
低
い

す
が
、
時
期
は
ず
れ
？
の

重
県
の
定
め
る
最
新
の
新
型

出
し
開
催
と
な
り
ま
す
が
、

堂
に
は
、
び
ん
ず
る
尊
者
像

素
を
重
ん
じ
る
精
神
か
ら

た
め
、
水
路
を
流
れ
る
用

十
二
月
に
び
っ
し
り
と
コ

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

伝
統
あ
る
一
身
田
寺
内
町

の
脇
に
、『
親
鸞
松
』
と
い
わ

移
ろ
い
の
な
い
常
緑
樹
だ

水
の
影
響
を
受
け
て
ぬ
か

ス
モ
ス
の
花
が
揺
れ
る
光

大
防
止
に
向
け
た「
三
重
県

で
の
お
七
夜
の
賑
わ
い
の
灯

れ
る
一
本
の
松
が
生
け
ら
れ

か
ら
、
親
鸞
聖
人
の
幼
名

る
み
、
コ
ス
モ
ス
に
適
さ
な

景
も
、
良
い
も
の
で
す
。

指
針
」
に
従
い
、
出
店
者
は
マ

を
消
さ
な
い
た
め
に
、
地
域

て
お
り
、
鎌
倉
時
代
親
鸞
聖

が「
松
若
麿(

丸)

」
で
あ
っ
た

い
環
境
と
な
り
ま
す
。

バ
ス
停
の
前
で
す
の
で
、
機

ス
ク
着
用
・
毎
日
の
検
温
は

の
自
治
会
、
高
田
本
山
と
協

人
が
、
配
流
の
地
で
あ
る
越

か
ら
、
関
東
の
痩
せ
た
土

農
業
用
水
が
止
ま
っ
て

会
が
あ
れ
ば
見
て
行
っ
て

も
ち
ろ
ん
、
今
回
は
、
三
重

議
の
上
、
ご
理
解
を
得
て
の

後
か
ら
京
都
に
帰
ら
ず
関

地
に
育
つ
の
は
松
し
か
な

休
耕
田
が
乾
燥
し
て
か
ら

下
さ
い
。

県
内
在
住
の
者
に
限
定
を
し

判
断
と
な
り
ま
し
た
。

東
に
移
る
道
中
、
善
光
寺
に

か
っ
た
か
ら
、
松
は
国
風
と

ま
す
。
来
場
者
の
方
に
も
チ

参
拝
さ
れ
、
百
日
間
逗
留

し
て
尊
ば
れ
て
い
る
か
ら
、

さ
れ
ま
し
た
。

な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
。

・
長
岡
線
の
道
路
拡
幅
工

事
」
始
ま
る
。

昭
和

年
代
に
計
画
さ
れ

30

昨
年
の
９
月
議
会
の
承

く
求
め
て
い
た
。

地
域
の
自
治
や
福
祉
に
多
大
な
貢
献
が
あ
っ
た
人
を

た
道
路
拡
幅
工
事
が
少
し

認
を
経
て
、
本
年
４
月
１

運
行
は
火
、
木
、
金
曜

顕
彰
す
る
津
市
自
治
会
長
表
彰
式
が

月

日
リ
ー

前
進
す
る
。
歩
者
分
離
の

11

25

日
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
河

日
の
週
３
日
で
、
一
日
４
往

ジ
ョ

ン
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
、

令
和
２
年
「
今
年
の
漢

第
一
位

「
あ
れ
も
中
止

回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。

９
ｍ
道
路
で
、
令
和
２
年
度

芸
循
環
南
ル
ー
ト
が
運
行

復
、
午
前
８
時
台
、

時

前
一
身
田
地
区
自
治
会
連

字
」
に『
密
』
が
選
ば
れ
た
。
コ
こ
れ
も
中
止
」

第
五
位

「
映
画
『
浅
田
家
』
は
大
古
曽
よ
り
か
ら
１
１
０

10

す
る
。

台
、
午
後
１
時
台
、
３
時
台

合
会
長
の
望
木
幹
雄
氏
が

ロ
ナ
、
コ
ロ
ナ
の
一
年
、
ま
だ

七
夕
祭
り
、
盆
踊
り
大

を
起
爆
剤
に
街
を
活
性
」

ｍ
の
工
事
で
完
成
は
数
年

一
身
田
管
内
で
は
、
西

と
な
り
、
河
芸
支
所
前
を

表
彰
さ
れ
た
。

ま
だ
先
が
見
え
て
こ
な
い
。

会
、
寺
内
町
ま
つ
り
、
町
民

大
ヒ
ッ
ト
中
の
映
画
「
浅
田

後
と
な
る
。

豊
野
、
本
山
前
、
宮
の
前
、

発
着
点
に
約
１
時
間
の
コ

今
後
の
予
定
は
、
用
水
路

望
木
氏
は
橋
向
自
治
会

一
身
田
の
新
聞
紙
面
が
選

運
動
会
や
球
技
大
会
、
敬

家
」
で
商
工
会
は
舞
台
と
な

一
身
田
郵
便
局
前
、
岩
﨑

ー
ス
に
な
る
。

の
復
旧
工
事
を
行
い
、
砕

長
を

年
、
自
治
会
連
合

ん
だ
令
和
２
年
の
ニ
ュ
ー
ス

老
の
集
い
な
ど
の
行
事
の
殆

っ
た
高
田
本
山
に
、
来
町
者

10

病
院
前
、
一
身
田
団
地
に

詳
し
い
情
報
は
市
政
だ
よ

石
や
土
砂
を
搬
入
し
て

会
長
を
７
年
歴
任
さ
れ
た
。

を
振
り
返
る
。

ど
が
中
止
と
な
っ
た
。

の
誘
客
を
狙
っ
て
、
の
ぼ
り

停
留
所
が
で
き
る
。

り
令
和
３
年
３
月

日
号

道
路
の
形
を
令
和
３
年
３

を
持
っ
て
い
る
た
め
、
子
ど

私
の
夢
は
休
日
に
地
域
の

第
二
位
「
高
田
本
山
の
坊
官

や
浅
田
政
志
氏
の
写
真
展

16

特
に
一
身
田
郵
便
局
前

に
記
載
す
る
。
（
交
通
政

月

日
ま
で
に
造
る
が
、

も
と
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
時

お
店
と
コ
ラ
ボ
し
て
、
モ
ー
ニ
屋
敷
が
完
成
」

「
実
は
わ
た
し
・
・
・
な
ん
で

31

は
、
一
身
田
支
所
・
公
民

策
課
）

隣
接
す
る
田
ん
ぼ
と
の
関

間
が
な
く
、
休
日
も
朝
、
ン
グ
の
よ
う
な
朝
ご
飯
を
食

高
田
幼
稚
園
前
に
一
身

す
」
を
開
催
、
県
内
外
か
ら

館
や
郵
便
局
、
ス
ー
パ
ー

河
芸
地
区
や
白
塚
地
区
と

係
上
、
４
月
か
ら
９
月
ま

私
は
小
学
生
の
娘
と
保
育

昼
、
夜
の
食
事
作
り
と
片
づ

べ
さ
せ
て
く
れ
る
場
所
、
新

田
の
新
名
所
と
な
る
坊
官

多
く
の
人
出
が
あ
っ
た
。

ぜ
に
や
な
ど
利
便
性
が
高

の
人
的
、
物
的
交
流
が
強

で
は
工
事
を
一
時
ス
ト
ッ

園
児
の
息
子
を
持
つ
子
育
て

け
、
家
事
や
掃
除
な
ど
目
い

鮮
な
野
菜
が
食
べ
れ
る
よ
う

屋
敷
の
外
装
が
完
成

月

第
六
位

「
市
道

一
身
田

12

い
こ
と
か
ら
住
民
側
が
強

ま
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

プ
す
る
。
な
お
、
工
事
に

世
代
の
母
親
で
す
。

っ
ぱ
い
、
少
し
ゆ
っ
く
り
し
た

に
朝
市
も
で
き
た
ら
い
い
な

日
完
成
式
典
が
催
さ
れ
、

24

よ
る
通
行
止
め
は
行
わ
な

私
の
悩
み
は
平
日
は
仕
事

い
時
が
あ
り
ま
す
。

ぁ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地

同
日
、
建
物
の
見
学
会
が
行

い
予
定
。
（
建
設
整
備
課
）

域
の
年
配
者
と
一
緒
に「
寺

わ
れ
た
。

一
日
の
通
行
量
が
３
，
７

謙
虚
な
気
持
ち
を
大
切
に
、
こ
れ
が
時
速
１
０
０
㎞
ま
で

子
屋
」
の
よ
う
な
も
の
、
一

第
三
位
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

０
０
台
余
り
の
市
道
、
一

や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

心
の
健
康
づ
く
り
や
ら
せ
て

行
け
る
と
し
て

日
で
行
け

身
田
の
歴
史
や
昔
の
遊
び
、
一
身
田
ま
で
延
伸
」

40

身
田
・
長
岡
線
の
く
い
打
ち

す
。
一
人
で
頑
張
っ
て
も

も
ら
い
ま
す
。
一
緒
に
や
り

ま
す
。
途
中

か
所
の
中
継

昔
の
行
事
な
ど
子
供
と
一

住
民
の
熱
意
で
津
市
が
計

私
た
ち
は
、
一
身
田
小
学
校
体
育
館
で
ワ

10

工
事
が
は
じ
ま
っ
た
。

大
変
で
す
し
長
続
き
し

ま
せ
ん
か
。
（
大
橋

忠
）

基
地
を
設
け
ま
す
。
す
る
と

緒
に
教
え
て
頂
く
と
嬉
し
い

画
し
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
会
話
を
楽
し
み
な
が

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
趣

連
続
４
日
間
乗
っ
て
い
る
と

で
す
。
そ
れ
と
、
商
店
街
を

の
コ
ー
ス
が
変
更
さ
れ
、
高

ら
卓
球
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

味
が
同
じ
の
皆
と
一
緒
だ

月
ま
で
エ
行
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

利
用
し
た「
初
め
て
の
お
使

田
本
山
前
や
郵
便
局
前
、

健
康
維
持
の
た
め
、
一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
！

と
「
い
つ
の
間
に
や
ろ
」
と

レ
ベ
ー
タ

昨
年
の
中
秋
の
名
月
で
は

い
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
で
き

岩
崎
病
院
前
に
停
留
す
る
。

♦
と
き

毎
週
木
曜
日

言
う
感
じ
で
す
。

ー
で
行

珍
し
く
満
月
で
し
た
。

人

た
ら
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

第
四
位

「
防
災
研
修
・
大

♦
時
間

午
後
７
時
～
９
時

コ
ロ
ナ
渦
で
制
限
も
あ
り

き
た
い
。

類
は
古
代
よ
り
月
に
あ
こ
が

マ
マ
友
以
外
に
も
た
く
さ
ん

丈
夫
か
一
身
田
の
河
川
」

♦
会
費

年
２
，
０
０
０
円

後
ろ
向
き
に
な
り
が
ち
な

訓
練
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
宇

の
人
と
交

一
身
田
の
新
聞
に
一
人

用
意
す
る
物
ラ
ケ
ッ
ト
、
上
靴

一
身

っ
て
い
ま
す
。「
上
手
、
下

自
分
で
す
が
、
こ
ん
な
状

れ
た
人
だ
け
で
な
く
、
一
般

宙
船
で
比
較
的
簡
単
に
行

流
が
で
き

の
小
さ
な
投
稿
か
ら
、
地
元

連
絡
先

田
公
民

手
は
関
係
な
く
、
心
の
健

態
で
も
や
ら
せ
て
も
ら
え

人
も
行
け
る
よ
う
に
な
り
た

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

る
こ
と
が

の
河
川
の
現
状
や
問
題
点

伊
藤

博
２
３
２

７
０
９
９

館

水

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
」
を

る
だ
け
で
も
あ
り
が
た
く

い
。
月
ま
で

万
㎞
、
エ
レ
ベ

(

葛
山

兼
才)

私
の
夢
で

を
提
起
、
一
身
田
地
区
挙

岡
田

等
２
３
２

５
８
２
２

１０

墨
画
教
室
で
お
世
話
に
な

全
体
の
テ
ー
マ
で
楽
し
く

感
謝
で
す
。

ー
タ
ー
最
速
は
時
速

㎞
、

す
。

げ
て
の
視
察
や
研
修
会
を
３

７０


